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下記の構造方法又は建築材料については、建築基準法第 6 8条の 2 6第 1項 (同法 8 8条第

1項において準用する場合を含む。)の 規定に基づき、同法施行令第 1粂第六号 (難燃十Jな| )

の規定に適合するものであることを認める。

1 , 認定番号

RM―-9340

認定をした構造方法又は建築fJ準|の名称

難燃処理合板

認定をした構造方法又は建築材料の内容
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防火材料説明図

認定番号 RM-9340

認定年月日 平成 14年 3月 15日

品目名 難燃処理合板

申請者 日本合板工業組合連合会

〒 10 5 - 0 0 0 1  東 京都港区虎ノ門 1- 1 7 - 3 (虎 ノ門 12森 ビル)
TEL 03(3591)9246   FAX 03(3591)9240

主たる用途 建築物の内装 (壁、天丼、間仕切)

試験機関 建設省建築研究所

試験機関受託番号 建研 45-7-16、 建研 51-25、 建研 52-1
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防火処理の概要 昭和 44年 農林省告示第 1869号 (昭和 52年 農林省告示第 319号 にて一部改
正)に 規定する 「難燃合板の日本農林規格」に合格する難燃合板のうち厚さが 5 5mm

以上のもので、次に掲げる方法で難燃処理したもの。

(1)単板をりん酸塩系の難燃薬剤で合板 1ポ あたり 320g(固 型量)以 上含浸する
よう処理したもの。

(2)表裏板と心板との接着は、アミノ樹脂系難燃性接着剤を使用し、接着面積 1甫

あたり360g(難 燃剤固型量 110g)以上塗布し熱圧着するものとする。

構成 (組成)・断面図 表 面 化 粧

接 着  剤

表板 ・裏板

心   板

そ の  他

なし

アミノ樹脂系難燃接着剤

厚さ 075～ 1.1(±0.l m m )

厚さ 4_0～33(± 0,l m m )

な し
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4 . 0 ～3 . 3

孔―裏板厚 さ
0 7 5～ 1 1


